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令
和
３
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
現
地

の
北
米
製
材
や
中
国
の
輸
入
丸
太
価
格
の

高
騰
に
よ
り
、国
内
に
か
つ
て
な
い
輸
入

材
の
不
足
を
も
た
ら
し
、価
格
を
高
騰
さ

せ
ま
し
た
。
輸
入
材
の
代
替
え
と
な
っ
た

国
産
材
丸
太
は
、供
給
が
需
要
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
木
材
不
足
を
も
た

ら
し
、こ
れ
ま
で
の
買
い
手
市
場
が
売
り

手
市
場
に
変
更
、原
木
価
格
は
た
ち
ま
ち

値
を
上
げ
、９
月
に
最
高
値
を
付
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、下
が
っ
た
も
の
の
高
止
ま
り
で

年
度
末
を
迎
え
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度

ほ
ど
木
材
の
報
道
が
さ
れ
た
年
は
近
年
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、外
材
依
存

度
の
高
い
企
業
ほ
ど
困
難
な
年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

販
売
部
門
で
は
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
を
基
本
に
、高
齢
化
し
た
森

林
を
対
象
に
主
伐
を
行
い
、住
宅
用
の
木

材
供
給
と
加
工
用
原
料
の
調
達
に
努
め
、

一
貫
作
業
に
よ
る
再
造
林
で
コ
ス
ト
低
減

を
図
り
、民
有
林
の
若
齢
化
に
努
め
ま
し
た
。

加
工
部
門
の
広
葉
樹
チ
ッ
プ
は
、取
引

先
工
場
の
施
設
修
繕
等
に
よ
る
納
入
制

限
の
影
響
を
受
け
、納
入
量
は
前
年
対
比

81
％
と
な
り
ま
し
た
が
、針
葉
樹
チ
ッ
プ

は
別
工
場
へ
の
供
給
を
増
や
し
、前
年
対

比
２
４
０
％
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ
の
実
績
は
、

前
年
対
比
で
納
入
量
１
０
６
％
、金
額
91
・

５
％
と
な
り
、含
水
率
や
発
電
所
の
故
障

の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
菌
床
榾
木
セ
ン

タ
ー
の
植
菌
用
接
種
機
は
令
和
４
年
度
の

更
新
予
定
で
し
た
が
、不
具
合
が
生
じ
た

た
め
、納
入
期
限
に
影
響
が
発
生
し
な
い

よ
う
１
年
早
く
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
事

業
計
画
で
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、生
産
農
家
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め

の
処
置
と
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

森
林
整
備
部
門
の
森
林
整
備
で
は
、地
球

温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
間
伐
事
業
、地
表

に
光
を
入
れ
る
た
め
の
照
度
管
理
事
業
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
保
安
林
の
伐
採
跡
地
は
、

森
林
研
究
・
整
備
機
構
の
分
収
契
約
を
進
め
、

裸
地
期
間
の
短
縮
に
努
め
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
の
事
業
総
収
益
は
12
億
６
千

万
円
、前
年
度
対
比
１
１
２
％
、事
業
総
利
益

１
億
６
千
万
円
と
な
り
、事
業
計
画
対
比
で

販
売
部
門
１
７
２
％
、加
工
部
門
97
％
、森
林

整
備
部
門
１
０
１
％
、総
事
業
取
扱
額
１
１

７
％
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、当
期
剰

余
金
１
，９
３
３
万
円
、繰
越
剰
余
金
３
２
４

万
円
を
合
わ
せ
て
当
期
未
処
分
剰
余
金
は
２
，

２
５
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

国
産
材
時
代
の
到
来
を
思
わ
す
年
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
危
機
の
中
で

し
た
が
、組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご

支
援
、関
係
当
局
や
林
業
関
係
機
関
各
位
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
賜
物
と
深
く
感
謝
す
る

と
と
も
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
度

事
業
報
告
総
括
事
項

　
令
和
４
年
５
月
30
日
、川
本

町
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
に
お
い

て
、第
34
回
通
常
総
代
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。今
年
度
は
、

３
年
ぶ
り
に
来
賓
の
方
々
に
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す

が
、78
名
の
総
代
様
が
出
席
さ

れ
、久
し
ぶ
り
に
活
気
の
あ
る

総
代
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、総
代
定
数
２
１
０

名（
欠
員
１
名
）の
う
ち
１
８
９

名（
う
ち
書
面
議
決
書
１
０
７

名
、委
任
４
名
）の
出
席
に
よ

り
開
催
し
、議
長
に
邑
南
町（
石

見
地
域
）の
日
野
原
利
郎
氏
を

選
任
し
、全
議
案
と
も
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第34回 通常総代会開催
第34回

通常総代会提出議案
第１号議案　　�令和３年度事業報告書、貸

借対照表、損益計算書、剰余
金処分案、注記表及び附属
明細書の承認について

第２号議案　　�令和４年度事業計画設定に
ついて

第３号議案　　�令和４年度内借入金の最高
限度決定について

第４号議案　　�一組合員に対する貸付金額
及び利率の最高限度決定に
ついて

第５号議案　　�各種手数料決定について
第６号議案　　�余裕金預入先決定について
第７号議案　　役員報酬決定について
第８号議案　　�退任役員に対する退任慰労

金の支払いについて
第９号議案　　役員の選任について
第10号議案　　�おおなんきらりエネルギー

株式会社に対する出資につ
いて
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� （単位：円）
科　　目 積 算 内 訳 小　　計 合　　計

Ⅰ　当期未処分剰余金 22,570,837
Ⅱ　剰余金処分額
　１　法定準備金 当期剰余金の 20％以上 4,000,000
　２　任意積立金 10,000,000
　３　出資配当金 払込出資金の 0.5％ 2,031,740 16,031,740
Ⅲ　次期繰越剰余金 6,539,097
脚注　１．次期繰越剰余金のうち教育情報資金は 1,000,000 円である。
　　　２．出資配当金は出資に充当するため出資預り金とし、１口千円につき出資金に振り替える。
　　　３．任意積立金の種類は、機械・施設整備積立金 10,000,000 円である。

資格区分 組合員数（人） 出資口数（口）

正組合員 6,537 402,466

准組合員 90 3,882

合　　計 6,627 406,348
（令和３年度末現在）

令
和
3
年
度

剰
余
金
処
分

組
合
員
及
び

出
資
口
数

損　益　計　算　書
（単位：円）

科　　　　目 小　計 合　計
Ⅰ　事業総損益
１　事業総収益 1,264,673,845
２　事業総費用 1,094,776,885
　　　事業総利益 169,896,960
Ⅱ　事業損益
１　人件費 139,645,006
２　旅費・交通費 492,645
３　事務費 7,991,835
４　業務費 2,547,426
５　諸税負担金 4,973,839
６　施設費 6,064,274
７　雑　費 2,481,090
　　　事業管理費計 164,196,115
　　　事業利益 5,700,845
Ⅲ　経常損益
１　事業外収益 12,902,600
２　事業外費用 3,510,388
　　　事業外損益 9,392,212
　　　経常利益 15,093,057
Ⅳ　特別損益
１　特別利益 13,122,549
２　特別損失 7,983,648
　　　特別損益 5,138,901
　　　税引前当期純利益 20,231,958
　　　法人税、住民税及び事業税 904,500
　　　法人税等調整額
　　　当期剰余金 19,327,458
　　　前期繰越剰余金 3,243,379
　　　当期未処分剰余金 22,570,837

事業状況

販売部門 主　伐 23,043㎥
間　伐 8,636㎥

加工部門 製紙用チップ 9,488㎥
発電用チップ 11,658t
粉砕処理 8,457㎥
堆　肥 2,194t
菌床ブロック 151,287個

森林整備部門 新　植 46.13ha
保　育 1,141.52ha
作業道整備 33,255m

（単位：千円）

販売品 26,388

その他
4,302

バイオマス品 104,088菌床品 42,537
再生品 41,722

オガコ品 6,303

治山工事 13,016

作業道工事 35,745
調査収入 24,212

利用料 63,120

その他 1,778

林業経営者育成補助金 1,136

金融事業 18

購買事業 51,616

林産品
266,248

間伐品
152,727

チップ製品
106,780

森林整備
322,937

事業総収益
1,264,673千円
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運
営
の
基
本
方
針

令
和
４
年
度 

事
業
計
画

国
は
、国
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
２
０
３
０
年
度
に
２
０
１
３
年

度
比
46
％
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ
、「
グ

リ
ー
ン
成
長
戦
略
」と
し
て
経
済
と
環

境
の
好
循
環
を
目
指
す
政
策
を
表
明
し
、

林
業
政
策
と
し
て
は
、二
酸
化
炭
素
吸

収
や
固
定
・
削
減
に
つ
な
が
る
循
環
型

林
業
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
等
に
重
点
を
置

い
た「
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
グ
リ
ー

ン
成
長
総
合
対
策
等
」を
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。
老
木
等
を
製
品
化
し
て
二
酸

化
炭
素
を
固
定
し
、若
木
を
植
え
て
光

合
成
を
活
発
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
二

酸
化
炭
素
削
減
に
繋
げ
る
行
動
の
継
続

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、川
上

と
川
下
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
木
材

利
用
の
拡
充
と
需
要
を
増
や
し
、循
環

経
営
が
可
能
な
木
材
単
価
の
取
引
に
よ

る
安
定
し
た
供
給
体
制
の
構
築
が
必
要

で
す
。
組
合
は
木
材
の
供
給
に
力
を
入

れ
、針
葉
樹
及
び
広
葉
樹
の
原
木
生
産

か
ら
一
次
加
工
、伐
採
跡
地
造
林
の
推

進
に
努
め
、循
環
型
林
業
を
確
立
し
て

い
き
ま
す
。

林
業
従
事
者
が
減
少
す
る
中
、県
・
関

係
機
関
の
ご
協
力
の
も
と
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
や
職
場
体
験
等
を
実
施
し
新

規
就
業
者
の
確
保
に
努
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
な

ど
の
新
技
術
を
導
入
し
た
ス
マ
ー
ト
林

業
化
を
図
り
、林
業
の
効
率
化
や
省
力

化
、森
林
管
理
に
活
か
し
て
い
く
考
え

で
す
。
更
に
、既
就
業
者
の
処
遇
改
善

を
行
う
な
ど
働
き
方
改
革
を
進
め
、優

良
職
場
と
認
知
さ
れ
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、産
業
廃
棄
物
処
理
業
を
始
め

て
20
年
経
過
し
、施
設
の
老
朽
化
が
著

し
い
状
況
で
あ
り
、令
和
４
年
度
内
に

新
規
施
設
と
し
て
粉
砕
機
の
導
入
を
行

う
よ
う
、新
規
許
可
取
得
手
続
き
を
進

め
ま
す
。
粉
砕
後
の
木
く
ず
を
堆
肥
に

し
た「
ゆ
め
み
ど
り
」は
、県
内
外
か
ら

好
評
を
得
て
お
り
、継
続
し
て
事
業
に

取
り
組
む
方
針
で
す
。

全
産
業
の
中
で
高
い
死
傷
年
千
人
率

の
低
減
化
は
、林
業
・
木
材
産
業
と
し

て
喫
緊
の
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、指

差
呼
称
の
実
践
な
ど
の
安
全
指
導
・
教

育
・
研
修
を
通
じ
安
全
意
識
の
高
揚
に

努
め
、機
械
化
に
よ
る
危
険
度
の
低
減

な
ど
、安
全
な
職
場
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

令和４年度 損益計画
（単位：千円）

科　　　　　目 小　 計 合　 計
Ⅰ　事業総損益
１　事業総収益 1,210,253
２　事業総費用 1,036,964
　　事業総利益 173,289
Ⅱ　事業損益
１　人件費 147,489
２　旅費・交通費 355
３　事務費 8,035
４　業務費 2,482
５　諸税負担金 5,449
６　施設費 5,150
７　雑　費 2,859
　　事業管理費計 171,819
　　事業利益 1,470
Ⅲ　経常損益
１　事業外収益 10,665
２　事業外費用 4,100
　　　事業外損益 6,565
　　　経常利益 8,035
Ⅳ　特別損益
１　特別利益 1,293
２　特別損失 0
　　　特別損益 1,293
　　　税引前当期純利益 9,328
　　　法人税、住民税及び事業税 905
　　　法人税等調整額
　　　当期剰余金 8,423
　　　前期繰越剰余金 6,539
　　　当期未処分剰余金 14,962
脚注　前期繰越剰余金のうち教育情報資金は1,000千円である。

諸手数料の徴収及びその料率
項　　　目 説　　明　（料　率） 徴収方法

伐採届取扱手数料 １件当たり200円 その都度

林産物の受託販売手数料 売上額の100分の4.76 精算時

林産物の受託生産販売手数料 売上額の100分の9.52 〃

森林整備補助金取扱手数料 造林補助金額の100分の9.52 交付時

受託森林整備手数料 事業費の100分の21.90 精算時

造林作業路開設手数料 直接工事費の100分の13.33 〃

山林調査手数料 事業費の100分の9.52 その都度

森林保険関係手数料 保険金の100分の9.52 〃

山林斡旋手数料

売買金額の100分の５
　�300万円以下の金額に対して
100分の５
　�300万円を超え1,000万円以下の
金額に対して100分の３
　�1,000万円を超える金額に対して
100分の２

〃

諸証明手数料
１件５筆まで1,000円
　�それを超える場合１筆につき
200円

〃

転貸資金の取扱手数料
貸付金額の100分の２
　貸付時　　　100分の２
　次年度以降　100分の0.5

〃

面積測量手数料 事業費の100分の9.52 〃

その他 組合長において決定 〃

脚注　上記金額及び料率には消費税を含んでおりません。
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こ
の
た
び
、前
代
表
理
事
組
合

長 

大
石
良
典
氏
の
退
任
に
伴
い
、

理
事
会
の
ご
推
挙
に
よ
り
代
表
理

事
組
合
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
職
員
と
し
て
44
年
余
り
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、立

場
も
責
任
の
重
さ
も
全
く
違
い
ま

す
。
浅
学
菲
才
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、こ
の
経
験
を
生
か
し
て
全
力

を
挙
げ
て
職
務
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
並
び

に
関
係
機
関
の
皆
様
、ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

現
在
の
組
合
の
事
業
を
10
年
前

と
比
較
す
る
と
、主
伐
に
よ
る
生

産
量
が
５
・
１
倍
な
ど
、木
材
生

産
量
は
全
体
で
２
・７
倍
、チ
ッ

プ
・
バ
イ
オ
マ
ス
の
加
工
品
取
扱

額
は
３
・
３
倍
と
大
き
く
伸
び
ま

し
た
が
、新
植
面
積
61
％
、保
育

面
積
は
59
％
と
落
ち
込
み
、伐
採

と
造
林
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
循
環

型
林
業
構
築
の
た
め
の
主
要
な
事

業
で
あ
る
森
林
整
備
事
業
は
、組

合
の
経
営
を
大
き
く
左
右
す
る
部

門
で
も
あ
り
、川
上
か
ら
川
下
の

関
係
者
、林
業
に
携
わ
る
す
べ
て

の
者
が
幅
広
く
連
携
す
る
こ
と
で
、

事
業
の
確
保
及
び
雇
用
の
安
定
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
益
々

厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、安

全
対
策
を
最
優
先
し
、従
業
員
の

健
康
、安
全
を
確
保
し
た
上
で「
令

和
４
年
度
の
運
営
基
本
方
針
」に

沿
っ
て
積
極
的
、具
体
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
令
和
４
年
度

は
当
組
合
と
し
て
も
正
念
場
の
年

で
あ
る
と
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

�

植
　
田
　
　
淳

後列左より　宮前裕二 理事　岡本利実 理事　日高峻宏 理事　寺本　保 監事　烏田正輝 監事
前列左より　福田誠治 理事　山田史朗 筆頭理事　植田　淳 代表理事組合長　佐々木孝義 代表監事　横山　一 理事

　

令
和
４
年
５
月
30
日
、新
役
員
に
よ
る
第
１
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

代
表
理
事
組
合
長
に
植
田
淳
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、筆
頭
理
事

に
山
田
史
朗
氏
、監
事
会
に
お
い
て
は
代
表
監
事
に
佐
々
木
孝
義
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
通
常
総
代
会
終
結
を

も
っ
て
現
役
員
の
任
期
が
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、令
和
４
年
４
月

22
日
に
役
員
推
薦
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
候
補
者
は
次
の
方
々

で
、令
和
４
年
５
月
30
日
の
通
常

総
代
会
に
お
い
て
選
任
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
）

理
　
事

新
宮
　
前
　
裕
　
二　
（
川　

本
）

　

山
　
田
　
史
　
朗　
（
邑　

智
）

　

日
　
高
　
峻
　
宏　
（
大　

和
）

新
福
　
田
　
誠
　
治　
（
羽
須
美
）

新
植
　
田
　
　
　
淳　
（
瑞　

穂
）

新
横
　
山
　
　
　
一　
（
石　

見
）

　

岡
　
本
　
利
　
実　
（
桜　

江
）

監
　
事

　

烏
　
田
　
正
　
輝　
（
邑　

智
）

　

佐
々
木
　
孝
　
義　
（
瑞　

穂
）

　

寺
　
本
　
　
　
保　
（
石　

見
）

新
役
員
選
任
に
つ
い
て

新
た
な
役
員
構
成
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
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子
川
　
真
人
（
美
郷
支
所
）

安
全
衛
生
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
応
募
数
１
１
８
点
）

慌
て
ず
　
焦
ら
ず
　
一
呼
吸

�

ゆ
と
り
を
持
っ
て
　
ゼ
ロ
災
害

安全祈願祭の開催安全祈願祭の開催
　令和４年６月24日、邑南町中野の賀茂神社において、
安全祈願祭を開催しました。全従業員の安全を祈願し、
今年度の安全衛生スローガンを次に掲げ、従業員一丸と
なって無災害を目指します。

　

今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り
理
事

を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
５
月
30

日
よ
り
代
表
理
事
と
し
て
そ
の
任

に
あ
た
り
、３
期
９
年
を
無
事
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆
様
の

ご
理
解
・
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ

り
、衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
９
年
間
は
、森
林
整
備
中

心
の
経
営
か
ら
戦
後
造
林
し
た
木

材
が
利
用
期
を
迎
え
、国
産
材
利

用
の
拡
大
を
進
め
る
転
換
期
の
中

で
過
ご
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、生
産
性
向
上
と
安
全
作

業
の
重
要
性
を
最
も
認
識
さ
せ
ら

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ

法
の
制
定
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
や

合
板
の
国
産
材
へ
の
90
％
近
い
転

換
な
ど
需
要
先
も
多
様
化
し
、原

木
生
産
や
再
造
林
事
業
を
持
続
的

に
行
う
循
環
型
林
業
の
確
立
で
、

安
定
し
た
事
業
展
開
が
可
能
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、費

用
面
は
機
械
等
の
維
持
・
更
新
経

費
も
同
時
に
増
え
、経
営
の
厳
し

さ
も
増
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
林
業
の
発
展
は
、経
済
効

果
と
公
益
的
機
能
の
維
持
継
続
、

就
労
場
所
の
確
保
で
流
失
人
口
の

減
少
防
止
の
達
成
や
生
活
環
境
の

保
全
な
ど
を
可
能
に
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、国
へ
森
林
環
境
譲
与
税

の
配
分
率
を
森
林
面
積
と
林
業
就

業
者
数
に
絞
り
、配
分
変
更
さ
れ

る
よ
う
要
望
の
継
続
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、組
合
の
益
々
の
ご

発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
し
、ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

前
代
表
理
事
組
合
長

�

大
　
石
　
良
　
典

　令和４年５月 30 日、任期満了
により次の方々が退任されました。
�

（敬称略）
理　事
　大　石　良　典（石　見）
　井　上　直　樹（羽須美）
　松　田　直　美（川　本）
　洲　濵　敏　宏（瑞　穂）

　この度の役員改選により、４名
の役員の方が退任されました。長
きにわたりご尽力いただき、大変
お世話になりました。
　特に、この度の役員改選におい
て退任されました前代表理事組合
長の大石良典氏には、その卓越し
た経営手腕をもって森林組合を運
営していただきましたことに、心
より厚く御礼申し上げます。

退任役員

お世話になりました

　今年度、僅かではございま
すが、0.5％の配当をさせて
いただくことができました。
配当金は、出資金に充当する
ため出資預り金とし、１口千
円につき出資金に振り替え
ることを総代会で承認いた
だきました。
　組合員様への配当金のご
案内はしておりませんが、申
請いただければ出資証明書
の発行をいたしますので、最
寄りの本所、各支所、出張所
まで印鑑をご持参のうえ、お
越しください。

出資配当金のご案内
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邑智郡森林組合組織図邑智郡森林組合組織図 令和４年８月１日現在

総　　　　　代　　　　　会

理　　事　　会

本　　　　　所

総 務 課 事業二課

現業職員
（チップ工場）

現場技術員
（造林）

現場技術員
（造林）

現業職員
（利用間伐）

現業職員
（地籍）

現業職員
（菌床センター）

現場技術員
（作業道）

現場技術員
（造林）

現場技術員
（利用間伐）

現場技術員
（臨時）

現場技術員
（利用間伐）

現場技術員
（林産）

桜江出張所 事業一課

美郷支所 邑南支所

監　　事　　会

筆頭理事　　山田　史朗
理　　事　　福田　誠治
理　　事　　横山　　一
理　　事　　宮前　裕二
理　　事　　岡本　利実
理　　事　　日高　峻宏

代表監事　　佐々木孝義
監　　事　　寺本　　保
監　　事　　烏田　正輝

代表理事組合長　植田　　淳

支 

所 

長	

細
貝　

一
司

係　
　

長	

光
田　

大
輔

主　
　

任	

竹
﨑　

翔
平

主　
　

任	

沖
田　

美
香

（
兼
）主
任	

山
口　

昌
敏

臨　
　

時	

佐
々
木
洸
太

臨　
　

時	

佐
貫　

重
永

吉
川　
　

輝

宮
本　

和
也

和
田　

弘
光

服
部　

恵
二

金
山　

慎
也

平
床　

真
司

平
岡　

栄
治

石
田　

弘
一

片
平　

成
也

松
﨑　

優
作

政
木　
　

亮

黒
石　

卓
也

倉
吉　
　

勉

日
野
山
大
輔

泉　

伸
司
郎

勝
田　

雅
志

竹
﨑　

絢
二

日
高　
　

隼

野
口　

康
雄

畑
野　
　

聖

三
上　

文
明

林　
　

義
幸

森
橋　

敏
士

野
崎　
　

昭

駒
川　

義
和

寺
本　

寿
人

貫
里　
　

剛

石
田　
　

実

植
田　

信
登

泉　
　

竜
也

野
口　

謙
一

尾
﨑　

慎
也

髙
橋　

武
孝

宮
崎　

進
也

佐
々
木
龍
馬

松
岡　

昭
博

荒
田　

喜
員

伊
藤　

達
也

清
平　

隆
成

松
嶋　
　

啓

菅
田　

光
男

内
藤　

由
人

小
溝　

一
平

日
高　

甚
蔵

戸
田　

勇
司

椿　
　

貴
志

日
高　
　

祐

原
田　
　

孝

加
山　

竜
二

寺
本　

竜
治

山
田　

祐
二

竹　
　

孝
弘

日
高　
　

保

稲
垣　

博
利

天
川　

恒
之

佐
々
木　

宏

若
宮
祐
次
郎

倉
橋　

照
勇

寺
本　

将
司

和
田　

太
樹

児
島　

仁
志

中
村　

進
一

太
田　

裕
介

田
原　

耕
三

中
原　

宏
樹

福
間　

智
輝

小
野　

匡
士

中
原　

祐
二

漆
谷　

大
樹

岸
下　

勝
幸

落
合　

将
克

小
野
寺
和
哉

子
川　

真
人

山
口　

敦
之

支 

所 

長	

牧
田　

洋
平

主　
　

任	

尾
原　

純
子

主　
　

任	

玉
岡　
　

優

主　
　

事	

日
高　
　

渉

課　
　

長	

日
野
原　

淳

係　
　

長	

三
上　
　

純

主　
　

任	

高
村
美
都
紀

主　
　

任	

坂
根　
　

潤

主　
　

任	

石
田
絵
里
香

主　
　

任	

山
口　

昌
敏

臨　
　

時	

本
山
眞
美
子

課　
　

長	

光
田　

明
裕

課
長
補
佐	

中
本
千
恵
美

主　
　

任	

佐
々
木
恵
子

（
兼
）主
任	

石
田
絵
里
香

課　
　

長	

黒
川　

博
隆

主　
　

任	

藤
原　

健
二
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退
職
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
３
月
31
日
付

邑
南
支
所 

主
任�

吉
　
川
　
尚
　
希  

氏

邑
南
支
所 

主
任�

漆
　
谷
　
幸
　
恵  

氏

令
和
４
年
５
月
30
日
付

参
事�

植
　
田
　
　
　
淳  

氏

令
和
４
年
６
月
30
日
付

チ
ッ
プ
工
場 

班
長�

高
　
橋
　
光
　
一  

氏

令
和
４
年
７
月
31
日
付

事
業
二
課 

技
術
員�

城
　
所
　
佑
　
志  

氏

　

森
林
組
合
事
業
の
発
展
と
林
業
振
興
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

人
事
異
動

人
事
異
動
（
　
　
）
内
は
旧
職
名

令
和
４
年
４
月
１
日
付

事
業
一
課 

課
長（
事
業
課 

課
長
）

�

日
野
原
　
　
　
淳

事
業
二
課 

課
長（
地
籍
推
進
室 

室
長
）

�

黒
　
川
　
博
　
隆

　

令
和
４
年
４
月
１
日
付
け
で
事
業
課
を「
事
業
一
課
」、

地
籍
推
進
室
を「
事
業
二
課
」と
し
、事
業
の
連
携
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
組
織
改
編
に
よ
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
の
で
、７
ペ
ー
ジ
の
組
織
図
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　４月に入組して早くも４ヶ月が経ちました。
もう４ヶ月かという気持ちと、まだ４ヶ月とい
う２つの思いがあります。前職とは、内容も環
境も全く異なる中での作業は、思った以上に大
変で覚えることも多く、家のお風呂でホッと一

息つくのが毎日の楽しみ
です。山の中にいるのは
楽しい反面、仕事は常に危
険と隣り合わせだという
ことを頭に置いて、１つで
も多くできることを増や
していこうと思います。

　４月に入組した清平です。現場では大きな立
木を切り倒すのが最初はかなり怖かったです。
今も怖いですが、安全に正確に伐倒できるよう
に日々勉強中です。木を切るだけではなく、重
機に乗ったり、チップ工場で作業をしたり、組

合で色々な免許を取らせ
てもらえるので、自分の
できる仕事の幅が広がり
楽しいです。今後も頑張
りますのでよろしくお願
いいたします。

　４月からチップ工場で働かせていただいております日野山です。入組して４ヶ
月が経ち、分からないこと、できないことが多々あり、先輩や上司の方にご指導い
ただきながら勉強している毎日です。まだまだ足を引っ張ることも多いですが、
ご指導いただいたことを身につけ、少しでも早く先輩方に追いつけるよう頑張っ
ていきたいと思います。これからもよろしくお願いいたします。

荒
あら
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すけ
 （チップ工場）

新人紹介
４月１日入組
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チップソー各種ご用意しています。
暑い夏がやってきました！　夏は雨がよく降り、雑草がどんどん生長していきます。

新しいチップソーでストレスなく刈払いをしませんか。

ツムラ　オールラウンド L-52
鋭い切れ味と耐久性に定評のＬ型チップソー !  スムーズ
な切れ味を実現しました。草、雑木、笹、竹などオールラウン
ドに対応します。

商品については、最寄りの本所または各支所・出張所へお気軽にお問い合わせください。

共立刈払機キャンペーン実施中!!

価格は店頭にて!

※キャンペーン期間は令和4年８月３１日まで

価格 3,040円（税込）

今なら3点セットがついてくる!
1.防虫器 2.森林香 3.防振手袋
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組合員
各種手続きの
お願い

①�組合員さんが亡くなられたとき
は、相続手続きが必要になりま
す。
　�組合員さんが亡くなられた日か
ら、270日以内に当組合まで届
出ください。

②�その他名義変更が生じたときや、�
転居等により住所・連絡先が変
更になったときは各種届出が必
要ですので、最寄りの本所また
は各支所・出張所までお問い合
わせください。

※�各種届出用紙は、ホームページ
からもダウンロードできます。

○仕事内容：�地拵え・植付・下刈・除伐・間伐・枝打などの作業
○応募資格：普通自動車免許（AT限定可）…�自家用車で現場へ行って

いただきます。
○選　　考：随時、各支所で面接を受けていただきます。
　　　　　　�ハローワーク紹介状、履歴書を持参してください。

「伐って、使って、植えて、育てる」未来のために大切な森
も

林
り

を守り
育てる仲間を募集しています。まずは、当組合各支所またはハロー
ワーク川本までお問い合わせください。

事務職員・現業職員 募集中！！
ユースエール認定事業体

職 種 事務職員 現業職員※
採用予定人数 ２名 ２名

仕 事 内 容 森林整備、木材の生産・販売・加工に関する
営業・現場管理など

立木の伐採・搬出・運搬、産業廃棄物処理業、
作業道開設、チップ・オガコ・堆肥製造など

応 募 資 格

18歳～50歳以下
（昭和48年４月２日～平成17年４月１日生まれ）

高卒程度の学力を有する者
（令和５年３月卒業見込みを含む）
普通自動車運転免許（取得予定可）

18歳～50歳以下
（昭和48年４月２日～平成17年４月１日生まれ）

中卒以上
普通自動車運転免許（取得予定可）

〈大型免許・大型特殊免許あれば尚よし〉

応募受付期間 令和４年８月１日（月）～令和４年10月７日（金） 令和４年８月１日（月）～令和４年９月16日（金）
試 験 日 令和４年10月24日（月）午前９時 令和４年９月30日（金）午前９時
試 験 内 容 筆記試験・作文・面接
応 募 方 法 組合規定の応募用紙に履歴書を添えて応募
※現業職員内定後、農林大学校への推薦が可能です。各種資格を取得でき、就業支援も充実しています。ご相談ください。

◆ 詳しくは、本所総務課またはハローワーク川本へお問い合わせください。◆

（令和５年４月１日採用）

現場技術員 募集中!!（美郷支所・邑南支所）

平均年齢42歳！ 平均年齢42歳！ ⅠⅠターン・Uターン者も活躍しています！ターン・Uターン者も活躍しています！

　令和４年８月	 お　お　ち　森　林 10�

本所（川本） ☎72-0277　 邑 南 支 所 ☎
（IP 050-5207-5209）

83-0164　 チップ工場　☎
（IP 050-5207-3480）

95-0985
美 郷 支 所 ☎75-0032　 桜江出張所 ☎92-0064（午前中のみ営業）

お問い合わせ先


